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永青文庫蔵熊本大学寄託和漢書の調査研究
森 正人（熊本大学大学院社会文化科学研究科教授）

熊本大ったが公援財団法人水ずf文l!]iよ

り2桜花討している書籍、文書、絵図頴lま、

千)31主の大名家文書－としてよく女IIられている

であろうυ 得託に｜刻する契約が問機｜対の

lllJで交わされたのは 1964年 ll IJで、 ~

約~＇fには「細川家北岡文roJI.古丈件J と

し、う名称が用いられている。熊本市北1;r,1

にあった細川家旧邸内の五つのれにl~Vi'I'

与れていたことにちなむ。

日本文や関係資料については、熊本

大学法文学部国丈学研究室の教官により

4ぷhitが好iめられ、1961fドに f北岡丈w
/I~~ 11 H!ff. Jill:l錦一紺｜川剛氏｜弘l係丈午：111:

-1が公刊されて、幽斎研究のJυ地が

挺かれた。1969年には、同じく法文学部

l<iil史学研究室の森出誠一教授を代I＜剣

行として、r7i<汗文hit 細川家IU.. c ・内

文 ~rn·Ui目録 IE縮jが刊行され、そ

の大概が知られるようになった。これらのう

ち特に資料的師値のおいものは 『山；jく此

. 1 ~ J rnn川7}<'t'f文郎殺下IJj い吋~~ Lも汲

i11・，• 1: 1~光刊）に11 :a訴され、 11：く初f究 れの,flj

j↓Jに!Jtせられて、日本文学、日本史学、

法制史、ill築史の諸分野で多くの研究

JiX:扶があげらiLてし、る。

また、 1981～例年にわたって国文年：

研究資料館の調査が笑絡され、マイクロ

フィルムにより収集したものについては担写

サービスも行われている。しかし、川査は

完一fしていない。

20年の中断を挟んで剥慌が｝呼閲された

のは20例作である。T+J'.IHJに土iんり、新た

に文！取手Iii克刊・のUHを作る必裂があると

の思いが夜、にはあって、同｜川にらj昂らして

1県！解が得られた0 2005年度からi終結の

,Ji,J査に長けた首都凶の研究古・にむ参加を

ffllいだ。その経m止、熊本大学lλlで選

定された 「拠点形成研究Jの下｝）：で支

弁することができた。目録作成の計画につ

いては永背文庫の理問．もいただき、2006

{J'. lO月に国文学｛ijf究＞ft料fi'i！と熊本大学

丈ザ：詰IIのlllJで研究迎~mに｜則する協定を結

び、相五に蓄積された研究成朱を交換し、

日鉱編纂を共同の目標に掲げて.-1.：怖的Iこ

活動を開始した

－方、 熊本大学~ft/i.l.\f：払1Hil'ili 、 毎年

l恒l、賞.iii：資料展をrmUnしているが、

2005年には永-rr文防資料をmいて 「古

今和歌焦 その虫悦のllt界Jとしづテー

マで以示を行った。この｝~i）~は、熊本大学・

熊本県v.大学・尚納大学の 」』k:I

只と学生が共，同でf滋？了した「古今利号;: 

終 UOOiド熊4ζフf一ラムj の一~~を担．う

むのであつたω また、 2008ii＇には 「源氏

物語千年の時jと題する民ポを行ったω

どちらも、永背文庫調査の！庇朱を活用し

Y ‘ ，』。

そして、2009イt'4月、ノk,'i・X..・W9.：資

料の総介的研究と人材n成サ；を「｜的1..：、

熊本大学：文学部にA<"i'J--X・印liJf究センター

が設置され、地元財界からの待付にJ島づ

く熊本児．の集金によって迎合されることに

なった。現白、七ンタ－1<（特任教授）

のほか王手任教授 l入、特任教授2人、

客員H主教授2入、庶務教4'::2人 （私は

これに任ぜl?hている）、研究文路苫・7人、

事務補佐只 l人という体制で事業は推進

されている。センターの当聞の日燃は文庫

の同録の作成であって、協定に基づく国

文学研究資料航との:Jtl1iJ研究はこのセン

ターがおのずと縦；（；＜することとなったo 文

学資料の淵資l立、熊本大学、熊本県立

大学の教員を小心に、九州大学と都内の

大学の教!lの｜品 )J ；を l~lて、 8 丹、 12 }-j、

3月にそれぞれ511111］（まどを宛てて実施し

ている。

こうしたなか、熊本総で細川家の祖 －

幽請の没後t[()()~ri：に当たる 201 05f.lこは、

これを記念する1.JJ.~~がいくつも行われ、 セ

ンターは、熊本県立英術館の f没後400

年・肯今伝授のtflJ修復記念細川幽斎

h~J 、 熊本大学F付属 r·xm鉛の r.iiきUの

細川醐戊jJiitに1?:1尚iした また、鈴木1f:.

と私が縮者となって 「細Jll糊溺 戦隠の

中の学芸：J（牧llJJ件｜完）を刊行したが、

国文学研究資料附との:J~ l1 i);V/,j査に携わっ

ている方々多数に執怖に）JJIわっていただ

いた。

資料調査はおおむね順調に進捗し、事

前点検では来的j有のw時1；約 500点、

ただしi~政史班かiJ.'Jffをj弘めているえ・6

の中から、；＇F訴のIll現も予想される。点

検作業を経て目録の作成に入ることになる

が、さて7）＜背丈/ill（こふさわしい円録はどう

あるべきか、 ，~，＼J1WlJ針と ｜五｜ぷ学研究資料

館双方に抗制された続！倹とr.11rt伎に悲づき、

本終的な協働が必漫になるのはこれから

である。



防衛研究所図書館史料室における戦史史料の収集＼

整理と公開（過去と現在に亘って）
岩橋幹弘（防衛研究所 （図磐館史料室） 3等 海 佐）

はじめに

防術研究所同性館！と併記三 （J:J. f f史

料出」という。） ではIU日本際海＇.lj(j則係

の公文古－私文書 (J;)、下「陸海軍史料」

という。）が・J97J3千flitを所／I辺、竹＇flflして

いるn これらの史料は、 Q!(lli~！こ十ドって1:·}l

泌111が附体されたため、匡II坊を担うとし寸

共通点はあるものの現在の防衛官とは、

-l't性のない全く異なる組織の文作Jliで

ある。そして、一日．は散逸してしまった史

料であることから、過去からj克（fに長るま

で、かなり特異かつ絞殺な入手紙総をた

どり、また、その管煎にも特慣が兄られる。

以下、 史~if:i誌の！と本：｜・収集、 指Jll!及び公

llf H二ついて過去と現存．に I（って、触れて

みたし、と忠弘

陸海軍史料の収集と公開 （過去）

出 1：~：；11好品誌の臨海）lt1J..'.件を人子粍総

によ って分芳1すると f米国返還史料j、

「！υ止符移行史料」、「寓内！？占陵郎移

行！と料」及び f；育問 ・ 収·~山~：千」に ）..：.

日IJされる。以，，.、この4区分にしたカTっ

て、それぞれの入手経総とその特徴に

ついて凡でみる。

f米国返還史料J
主に敗戦時、 米市．に~・ll:X.され、 米｜干i

に送られていた陸海寧省の史料で、後

に返還されたものである。

II({ ,flJ 20 ii'-8月 14H、H本政J(.Tは1)1.J

Aで；Jt'ツグム’1¥n・受・慌を決定するとと

もに、虫喪：機銃文書の焼却を決定した。

これにJたづき｜出毎ff'：は、各々の部隊 －

~'f·：伐と字に対し、機管・え·11 i:の焼却lを指令

した 大;ji:常陸JF郎等のあったiiiヶ谷

子？では 8月 14日午後から 16Hまで、

機稔：jえ・世焼却の速が上がり続けたとい

われている。大本営海軍部；等があった

陥ヶ｜刻、各地の臨海鋭部隊 ・学校匂に

おいても問機に機俗文冷が焼却され

たーち

． ただしl浅草省は』1i京 r.ri 件j多f~t1lll由木

村柏木 （現八王子市下村！？｜て）、海軍省

は山梨県－~1ヒ f-iJ~叩1；小牧JJ；（~＇·J· uwum・村）

のゆ1lI省；m1116f分室とボJ~（ 'r'i'1：凶大学附~！＼

l:Xl~Mに 、 一斉i；の公文－，＇：：を fJl!IJH さ せて

いたため、 これらの史料は焼却処分を

免れて、敗戦直後に進駐してきた米軍

に時収され、ネド｜に送られた

米 ｜玉｜に渡った公文，1;-JJt i止、v¥IDC

(Washington Document Cent巴1・

ワシントン文各部）の合J宿舎；；（..：.保管さ

れていたが、II｛｛病I28 11＂・以降繰りi起さ

れた外務符及び｜幼術Ji二の敬次にわた

る 、 ねばり強いj亙j泣火活iの ,t~ 、 llB 平日

33年4月、返還が実現し防術研修

r9ri総史主（現住のl；万術hlf究所純虫剤：、

以 ff戦史容Jという ）に収められた、

この時、戦地や内地で按収された戦闘

記録等も同時に返還され、 llR,f~J 55 ｛ド

の組織改編で、｜盗海ii（史料の竹J1J!は史

料・3iが行うこととなった。

このnil、Dfl和36'if: 1J )Jに約 2fill R 

として、マニラ湾で撃沈された!ff巡洋

経「那智」から回収されたi恥Ii'.史料

45 f!Iニが返還され、さらにUHfll1191!'-IfJ、

第3阿日として内地で銀以された史料・

約3（別件が返還されたが、ニの第3

問分は戦史室ではなく 、fl日干n46年に

祈設された国立公丈＇，1fftHに収められ

た。

返還された｜鐙海軍公主：件のうち、史

料室所i絞史料の骨幹をなすのが「陸稲

作大判記」（｜盗可「＇t；党米聞の丈i'r）と「ilij:

'•T（符公丈備考J （海市？？の発米自ii1'ri盈

丈帯）である。

現存するのは、陸海半省によって疎

開され、敗戦時に抜収された 1~1ii1＇初.Sf

～1171和 17!.J＇の「｜通 '.111'(1大r1.ri.!JとIVJ

治初IJif＇.～Ill｛相 12ifの fi綜1lI省公文｛情

考」であるn ilhBHされなかった附和

18～ 20 ij：の「陀'.I.it省大日記J、同 13

～20年の f海！II'n公文備考J及び海

m省、の持続j立が向い文；1::1よ、既に処分

されており 、。Hf：しなu、。（このi也、

接収 ・返還j白刊で行方不明となった欠

落が若ずある）。

このため、 公文件に基づいて、陸海

1p.中央の＇11（事行政を研究しようとする

場合、 陸軍では太・，~洋戦争初JVJが研究

可能時期の 1--1浪となり 、海軍に到って

は文書ll Zff.変のごく初期がIU~界となゐ。

さらに｜冷~ '.ii( の場合l土、絡総：x・i, 1fM1.が

残っているが、 j船ILの「公え・rr,n考」は、

原則的に、すべて作i凶丈1＇~であり 、 T名、

密文書綴（ま現存しない。i伝箪の文書編

主主規則には'3-j必文，1rて’あるf公文｛湾与J

lこ；.；し、償資、与野1である 「機管公文J
という簿lllJ・仏が見られるが、:r，称が

残っているだけで、現物は 1冊も現存

しなし、。このことは、海＇11｛の中央市事

行政についての/')l(.19）をさらにH'l.?!IU..：し

てし、る。

したがって、巷1111、しばしば見られ

る「太平洋戦争中に海軍省から00と

いう通述がlむされたJ式のι述は、阪

拠をたぐっていくと、災i・J・ttとなる公

文書：が存在せず、不確かな伝聞による

という例が非常に多い。

f日本ii正）ii'.の似l毛は沈没n.＼＇に艦艇と

辿命を共にすることが.N;~·fiづけられて

いたが、よ、1・：洋戦争＂＇、あまりに熟 練

艦長の械化が多いので、”生還せよ H

という通述がIllされたJという訴は、

この代炎例どが、これらliil(1去のl円市人

の談話を疋にしており、本当に rj!!i達J

が出されたのか、幻なのかすら、太平

洋戦争中のi恥11-1：.必公文占がそっくり

欠けているJJl(1：.では、決定し｛！よない。

2 
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f厚生省移管史料J
HH ftl初年、戦’ど市のf;j!,Jとともに、

1~,l生省引拍f12 .. ifz /.,jからゆ管されたIA臨

海軍｜則｛系！と科である ( D{l利 20{f. 11 

月30円の｜盗i毎＇11('(j Jj~ I卜.i去、 I！主i毎：￥の

Ii.iii業務を引き続l：い1.;111u'r.は、敬次

の己主変を絞て、 IJ(jfl! 29 11' 4 月に Jt／ ~I:.

省引掲援護向となった）

これらの！と科の中には、｛反日業務の

卜．で！被i毎節約から引主制o・.また収集

したi；制!Jr11r.・l~ 'i' ＼・＇｝＇， fi.ltJJI ・ '1U:W紘4字、制f

たにit-J築作成された l:.'>.:,¥;'';11（：求の作）j従2己

鈷や名部隊の f邸時日ftJ1U 等ーがある。

これらが終戦友務に｜則する仲j毎1lL関係

t .1~ lit ＇：~ と J~ （二、 l代史品~のため、戦

史~~に移行されたのでらる

この中でも、特に、祈たに編纂作成

された記録類はll~lji~ 後の＇•＇·い時期に公

的に作成されたえ・，1トでわり、フとわれた

公Jell｝をね17..：するむのCあるが、関係

者の記倍：やメモを弘めて作成されたと

L、う性質上、戦争‘11＂与の尖際の公文書

にjヒベ、内存の1tWさには、やや問題

があり 、 さらに日i~ ' f•· J& 'filに対する11'必

資料。〉’性nをOf：せ4；＼：つがゆえに、記述

内谷には制限、限界があるとされてい

る

f宮内庁密陵部移管史料J
明治天皇の御T,,'fによげられた H

if'j・ . LJ 綜戦1~lえひ’その 1iiflをにおける陵

i旬 II（に l!.!lナゐ iji~bl~川3ム戦史、 ：正行l'.7;

の史料である これらlt、敗戦時の焼

却l処分を免れて、 §~ {f：し、昭和3-1年

2 } Jに戦史室に移行された 現 {f.（之、

他ih~lfi.別に f千代111'.!!ilJと符：して 一

般公!HJしていゐ

「寄贈 ・収集史料J
1111盗i毎w人Jkびそのj世』失事が保？？ ・

i~r.i;.~ していた公文J； ・ 公式，；cu；·~；ある

いは例人のH,,tl1H!J、メモ等などで、

従聞を受けるか、似η：させてt'iった史

料等である。

ζの＂Il二lよIIl'• lf.llJ:J i品約・の 11~1 人的 ・ 奇l l

銭的努）Jあるいは偶然によって後JJJ処

分を免れた，ifc~I授符よA、例人ヤ組織

がi好成していた公文.！，~~·＞ を fHi＇あゐい

は桜製したもの、 本人や泣紘から地fj~

された当時の円;il'.やメモ叩の在、え・3等

がfr;'まれる。

q.yに弘文Sは、失われた公年九の｜人l

容をちIJJ;じするだけでなく 、公；；－＿什にfj

現れない極限の戦場における人1111の赤

祁々 な実態を見せてくれる..：.・：.で．める

やn . 公文1＇~以上にfoT（な以lfli ‘ プラ f

パシー保説や省－作織布のw的1111姐をク

リアしなければ一般公開できないとい

う縫しさがある。

加~~iw文 「l玉i文学研究~tHfo.'iiにおけ

る近現代資料の収集と公聞のあり方に

ついてJff怪l文研ニューズ河ol8J。以

ド「』II総論文jという，） によれば、

｜五l文学研究資料館 （以ド 「l•I 文Iii[Jと

いう ）でも、近現代行けのlll.供与・が

進められているという－~J.なので、以下、

共通問題として考察したい

まず、フライパシー似品については、

公文訂とも共通するlllJ雌たが、11.yl/IJの

{(:j\~によって、かな りの｛'sl＼分がクリア

されつつある。かつては、 私文れにし

ばしば礼られる、上司批判3；について、

公聞が制限された例むあるか、 l~I来日・

の大半が鬼諾に人られた今ll、批判l’l

体を一つの歴史的事実と捉え、大部分

を公miしている。また．史料引で｛よ問

、~.公文，1：：館に i\I\ じた公llll J,ljlV’によ っ

て、公開の可否を判断しており、 11lH11('

~｛： y1j等、大部分の偶人il1Jtl1 f止日）年経

過で公開可能なため、現｛f.では、ほと

んどが公f}i)されている しかし、戸品、

兵訴件（fl(人としての戸i1f 本人の市

庇持とともに、家族等の1同人＇I11i怖を含

む）等、期間を定めず非公開となって

いる項目もあり 、今後、これらをどの

ように公IJIJしてゆくかについて‘近I見

代史f:1を所蔵する公止：11Ff!r!~·）ーでの ·J~j曲

Jレールの構築が必要であろ うと忠われ

る。

プライパシ一保，度とはj主に、 11.1・1111の

経過にしたがって、国義皮が大きく

なってきているのが、苦｛乍縮問題であ

る その史11を公開するか、百かの「公

表椛」は｛符作者人総権jに合まれ、

保護期間の3じめがないため、著作苦の

死後、かなりのIUJlllJが経過しでも、llif.、

！£.・刈 （I I 1il：守）の妓l祈・般公llflJI.I.、

苦｛乍IH...：おとなる可能性がある した

がって、迫肢を捜して、承諾を得る必

裂があるが、この遺族捜しが、現在で

は（II.＼＇川れ j品Ji.ぴ近年の1匹！人・h'IttU~~.：I~ 

の!llJJさにより） 非常に困難となってい

る。 このため公開できない私文；1~ も少

なくない これらの公開のためには、

r.: (1; lh 止に、 「公』Eな和ljJtjであれば、

品flJr.・の，；'f,,frなしに著作物を,flJHJでさ

るjという「フェアユース規定jを盛

り込むことが明ましい。これも、同年設

のlllJ粗を抱える公文古t館等の述41~によ

る！i.l(.fI縄問への働きかけが必梨たと思

われる

陸海軍史料の収集と整理 （現在）

r ;u;1;1 •とflJ、「厚生省移？？史料JI立

ぴ「・1:・;1人JJl,11：・1：変日Ii移？？史料」の受け入

れは、すでに過去の話であるが、 l~fllt1 ·

収集史料Jのみは、現在も受け入れが

続いていゐ ただし、現ItIよ翁i総 ・人

!I・ fS) ＇，·~：の理由で、絞極的な収集活

動や購入lよ行っておらず、すべて祭償

；制！”に対寸る「：~：賠受けj という受！｝

－！？の ，＇f）協であゐ

戦降、すでに 65fドが経過した、今

なお旧陸海軍史科の寄贈があると云う

のは王子妙な感じを受けるから匁lれない

が、 ソm~に、何年、相当数の寄贈を受

！？ている さすかに近作．は、IU11L人,j,:

人からの得11!1は減ったが、平成211f. 

4 JJにIi.敗戦時に「駆潜特務総203－~J·J 

来日（j山，Hll・＇I)だったという冗海＇11(

水兵J<(81 仇） から 、海'.Jj（~江 ffi Wl物）

が許制された例がある。

また、追肢が保符していた公え・，1rの
；伴附例で、Ml>印象派いのが、ヤr&

20 {f' 6 川、 lji~~t 「比叡J 沈没II.＼＇の lj＼~



闘”己fょが、同住総長 ・何m正畿大佐i宣

b友から：九・uけされた例である f比机j

liflll干II17 !f. 11 Jl 13 11 、 ~i~ 3 I.大ソロ

モン i句. ijil(において、 激l~ll の ,j，：：＇沈没。

この)'t任を取らされた1'4rn拡長はb:遷

与れて ． イミj出のうら i.:H~ Jill( を迎え 、 ljl~

f去ら一切i:t~！！~ を？っ た t ま 、 llf同I I ~9 

年、先日に人られた これまで所泌さ

れていなかった「比叡J沈没の詳細な

紅総をぶした＇＂~~＼！川口が、 印年以上

のO.yそnて、 勺のi11ifl l~Jbli肢のJi:.か

ら illて与たという’Jl"Xに 、 同m~長の

怨念めいたものを！さじ、平に取った誇

IUJ、？？筋か木くなったのを11:えている

これらは、 粁に·1rr.·の印~I二鈍った

・点物•J!H例でめるか、 一般的に於む

多いのが、111W人間tE史科が迫族から

-1.r;；年It”される例であるr 太平洋戦争

中に桁Ml'J°i級であったjJ（人の次111:It 

が、すでに向Iii；；化して必り （60～70

i永代） 、 「 l’l 分は＇•I I.人であった父を匁lっ

ているが、係のrtとなると祖父につい

て興川、む知ぬらなく 、！とれが散逸して

し占うfι険かあゐ しかるべく保存し

て欲しいjという 1pしIllは、近年以’大

している

この場合、 •！！1い；〈におし、てlよ、史料

の以史的仙川1/f1.＇~を ~I! 勺 貯が肋架して、

·~ti 入れの 11J 汗を ＇IllI併するが、「受け

入れ山科のus・JYJの下｜決は昭和20年頃

までで、 ・人のw人の史料併であって

む、lj引をのfl•• ~ '.T-（よ受け入れられないJ

r1ぬ’とのふ：~ ffl•lf究には屯つ史料に限定

されるJ＇.干のJJ;i:則があり ．その他にも、

いくつかの粁般的ルールがある今

ま・！ヘ r11: i f 入れる zと tいま拘t、 守）；~

にi:H~E し 、 モノ l'it ：十l.i1：け人れなt 、J.

r 1111ir長品λJによれば（Jr.（文研では、f個

人lffrHよ一体Jとして、モノ資料を含

め． すべて’·~tf入れるとT-うことであ

るが、'1.：利引にJ；いては、i忠告： ．凪フft

t!Mrがなく 、 l~fL~ 事による戦！と研究及

びj世松叩による刈有といった！と料室長の

.flJ川111'1切にそぐわないことから、受け

入れを1orっているU

さらに、rII＼~~る f.H 'J 、 原本の寄fli•i

を受けるJのむルールの一つであゐ

過去にl之、.fヒif!J.illで r.1tm;・11l.ri)令部1；正

史 （草案） J が、 それを ， ；Gi主した－.＇~；；C. (l(L 

属）泣族のI設から発見された｜祭に、f地

元で保存したいjというiuJ肢の！”p，、桜

明で、 下u~·iのみ叫II~ を受け た川、 r\ l)!.f

/;!;i一中将辿肢から LI，；口組が＇；，"fP.';•）さ れた

際に、 「1f舟だけは京主として、残し

たいJという市旬により 、その分のみ

カラ一世偵を f~＇ I＆し 、 h；｛本はi!!.Ja1 した

例があるか、こうした例外を除けI！、

原本寄贈をお願いすることを原則とし

ている

過去！こ松方．させて抗った＇1よけのJルfr

でも 、 近年、 追h＞：に 11111.- 、 ｛~わせたとこ

ろ 「本人が亡くなった際l二 、 おf自のti•

に入れてあげたjr •JI っ結しの郎、 す

べて処分したJ~·~ ＇ 口市なh;(1五か公わ

れてしまった例が多くあり 、lとや1・引の

ような公的慌｜叫に保存した）jか、遺族

にとっても安心できる行を説明し、原

本を受拝tすべきであると思われる

これらに近い例として、rfl;{ 1~ ＇よ•＇i

くて、汚〈 、＂売みにくいので 、彩、がりー

プロで作成した胡実ljを：別措し、町、本は

ザ；てますからjというq1しIllを受けて

（既述の「if1i1Tl ffi tlUの例＇811°1＇＜.の ；i;

11；：人がワープll 品JI 者lj を ｛午成された• J r尖

白体も；借契．どが）慌てた経験もある。

この時l立、：年l!o;1r.－の気分を：ちしないよ

うに、副会1rn:i1比の労を多としながら、

rJJii:￥も白唱であるので、 ・＊llにi.lP寄

贈いただければ非常に ｛j稚L、j旨を説

明し、阪本を一緒に；年l憎していただく

ことが山米た よ二のi1•li なlJ礼＋：は永久

保存のため、Mi修 ・波ふして、I/J;t ~.： 

1呆｛£： ・1事情非公l首lJとすると共に、カ

ラー複製を作成して、：年P.11されたワー

プロ副主ljと・絡に公llflしている

さらに、山rt・ii下の戦J111<1)f I: Jiについ

ても、国文句fと比似しながら、史料去

の特般について述べてみたい

凶文1iJfr;1:r11119rの見なゐ1t千；Hよ出合

させなb、Jという 「/JllYrl~Hr；のJJ;•: UIJ 」

から、fはも干にl勾係なく 1'1'1同ごとに資

料r.~ （ド(JI】dslを，企定 <IJUi全品よ｝と

いうことであるか、’とj”｜本では、:J£1三

的に、「出所こ・との資本i苦手jではなく 、

. ~昔寄＇ I!＇刊 された｛同人史料併であって

む、 i;Htllii釦1)IJ（去、j也Jr'(・l1'iil院予によ っ

てR分与)lた純附のいずれかに人れる

という ）ii去をとっている＠

これは「1111~rf!f，・？f：の原UIJJを再定あ

るいは杭illづるものではないM 一人の

.，，，人のi同人r!!1＇十前ーのJ待合、その中にlよ、

~l ,'i片に広範な拍mの史料かj見｛t:するの

が・ih鳴である 日記や~t的、 本人が起

京にH~わった公）：,'f ~r- までlよ re.＿＇納

入れ｝叱IIJの日院に人ゐとしてむ、

.• , ..人のfli¥1人史外詳の＂ ＇に、しばしばII¥

てくる上古学校等の教J千件、 J行長~官と

しての部隊戦仰，，i!.H与は1同人史料鮮の

純J..i.；に~めると . I件i人の｝~跡を l•lf究ず

るにはi’l!flJであっても、戦史に抗紡ず

る組織や’J~~など、 より多くの研究を

ffうkでは不便となる このため、教

n.1:.a1 lよ r ·11r.~UH!J、戦闘叫HIよ、

l人mにii&合ナるj臨成．作戦の分Ui( f~IJ 

えば、文郎通Ji変の際、卜.i毎で戦った連

隊長の持っていた述隊戦l~il 記録なら

I )OJll'F変上海 ・｜打点J ） に !'le~~せざ

ゐを 1~！.j仁川11J:.X・であるYJI人fl.¥j人の「0

0よ引けという形が収れないι 山所！~~

Itの町、目IJによるなら、既illの「比叡J
~i~山，，~cwよ 、 l 点でも 、 「 Jllj田大｛主文占」

になるのたが、乙れではflJJ耳目・が、史

料までたとりおけないため、l也の返還

史料と一緒に 戦闘，；j;i民・戦時日誌J

に分1認することで、 flJJllを存易にする

ように r.Jミしていゐ

この点が、 j住万公え；Jトf.iiが~!tV.~l を叉・

！？、’OG宏文，1;:Jとしてー活保汗す

るfI主屋の品そから出てきた00家主古J
＇.：~；が、｜無能的統 ·ti：があり 、 ぶれない、

という・i'I；怖を判っていることとのkさ

な地いである。

また 、 l-ti l lf. l-til会 IXJilffiH:~政史料率aの

よ うに政~fi'｝くを＂＇心 とした、1島本的に

'.'/.I”J fiJf’光背・,t.J恨のtと午；1・i-1＆うのる：ら

4 



！；！.＇、家日lj：幻与としての分矧が有効であ

ると思われるが、あくまでむ史料υ注19r

必！と宇｜は戦史研究のための ・つのツー

ルであり、利用者も必ずしもw門研究

？？でない軍事マニアやマスコミ附係

行、家肢について調べたい遺族まで多

岐に 1（るため、これらのニーズに対lじ

するためには機能別分如、配梨とせざ

るを1~＇ない。

ただし、市川保存のJ点r!IJを全く無悦

しているわけではなく 、そiL ’tr~ Lの史

料に必ず貼付される f史料紙l1t炎jに

は「寄贈者Jが明記されており 、その

Hi （－データ化を進めていることから、

：｜守米｛よコンピューター検索システム t・.

で、「1•, 1 ij別の検索が11＼来る よう l二なる

予定である。 また、~制こ大対の火事’｜が

待I!＇けされた場合には、単独の史料昨と

して、JOO文町」の形で丈！1J1＇.化する

j必合、「00：と科 00 （史料γ，)Jと

いった形で、表題のfJiHニ答l！世帯・r，をたt

し、識別を容劫にする場合もある。こ

の場合、「00( fl~l人名）丈ii）＇.」とい

う表現をi的llしないのは、IV-に、その

軍人が所持していただけで、作成等に

全く関わっていない教科性績や地図 ・

戦闘記録等を「00(fl,占｜人名）文？？」

とするには~幹部が感じられ、 「その人

に附好とする史料」 という窓l床を込めて

「史料J「｜刻係児科Jという表現を用い

ている。

おわりに

こうした収集対象、整理法守；に、国

虫：!iJfと史料集とにはかなりの食い遣い

があるが、 b、ずれ ιむ近代文 。l干のJIJl.M~ .

公l!Hに取り組んでいるという／.（！ま：！U位

している。史料Zそでの受け入れは、f巨

人の、 特に作戦iii~ ISil に ｜刻する史料が中

心であり 、 111 1］ ~に 11'1：持 ｜日l係ない、 行政

的な吏料l立、その多くがl週半公）：告書11

の所掌業務となるため、＇rf｛人であって

も政治的m動がljI心になった人物、後

年、政治家に恥：身 した人物、あるいは

li&1iiJlj町長の的動が一体になっている人

物の史科の場合、史料室では、全体の

史料。を一括して、受け入れることが出

来ない。また、｜円以人が太平洋戦争後

の戦！とについてliJf .先した史料η 心、~

料集のi9r常設務を逸脱するこ ととな

る。こう したものでも単独の史料群と

して、 -t/if~1'rできるという点では、

Iii I文研における近現代資料の収集は＋11

1むの立殺があるといえよう。今後とら、

両館のJ!El絡を深めてゆき、史料の管理！

や活用等について、相互に学び合いた

いと .1~1. う 。

（参考文献）

j刑制 i-1>J1~milf究所図書館所政史料につ

いてJ( 1'.':iY!f邦夫制 f近 代 日本削
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前す （No.21）に引き続き
新しい共同研究の紹介をします。

特定研究

日本文学関連電子資料の矯成 ・利用の研究
古瀬蔵（国文学研究資料館教授）

特定研究「日本文学関連電子資料の

十時成 ・利用の研究JIよ、情報システムを

利用した古典文学をrJ.!Jtr.分析する環境の

高度化に向けて、研究資i僚の充実化、

および、研究資源への効半的なアクセス

方法の災訓を「Hl1すの平成20年度から

22年！立までの3:WIHJをliJf先JUJ1111とすゐ。

ブ百ジェクトメン；＼ーは、研究代表者の前

線、研究分担者の州出満i1主教授・背問

寿美准教授・野本忠行！被教授・大内！A

1T;[!Jf京大学史料制·~m特1壬Jljj数、研究

協）J者の大友，M~救J交 ・ 安；］＜尚止：名 t半

数綬・前川持久Mt.国立｜五rnmnf究所教授－

il<崎liJFD：人文Mmq：研究所所長 ・五ぬ

敏ラン京 ft~大学総合｜作物館講師、 研究fill

jj}J者の大野UffI-総合研究大学院大学院

生・矢淳由紀上科大学院4.・大賞俊彦

早稲田大t;：院生の別 13名である。

U本文学研究の始以に寄与すべく、｜正｜

文fiJfwebサイトから、現在、約30級制

の日本文学関連のデータペースシステムが

公開されている。i長l文研のデータベースを

研究宥－や利用朽ーに祈効利用してもらう環

112を提供するため、本フ＂i:Jジェクトは新しい

カテゴリのデータベースの榊梨、日本文学

研究データベースのシステム構成の改良と

検索係能の提案などに取り組んでいる。

新しいカテゴリのデータベースとして、記長

， •：：印と観十fl!こ附するシステム構築をi弘めて

いる。波書印データベースは、印文 .r:p 

一円鞠 ・W目町内.~·四.... 
食生 百鎗

蔵轡印データの例

i話・蔵官印主・人物m祁－典籍情報など

多憾な榊成データを.j，~：ら、 hi.Vl：家の歴史

的·rrm： ・ 資科変濯 ・ nx.i3:碍：•r-の1rf継など

析しし、付本文学研究テーマの情報源となり

えるa 総じてレコードの記述f誌が少ない目釘〈

データベースの人物 ・， 1：：~.ぶなどの情報を｜県l

辿什け分ffiするためのまll iifl~ペースとしての

役割もJUJ待できる。大阪大if:附属図持館

所蔵忍頂寺文庫 ・ 小~!J・え叩にて資料調査

と収集、国文研館絞>tH可の必11::r:111長影な

と’椛1!J印データの｛来線と点検を緑町統し、平

成23年3月の｜玉l文liJf,J,jでの試験公開に

向けて、基本的な検安機能を持つデータ

ベースシステムの構築を進めている。

傾倒データベース｛立、1ilfi!i:( t知織の行

口金、＇I'とi立l?t'.っ・けられゐ11i~r頴苑の｝j技

音flで剖；立てされた rfrJl#lJについて、情

fl ！ を.｛；；f.員 ・ 体系化した匁I~放であるn 円本

丈学分野の＂＜！.坊での1 1 ~~絵阿研究におい

て、人物イメージを！反lりとする山中11・iiけn・
！？？相心：どの形態で秘’与された占典作品の

l'lf家i面iから、文芸 －絵画なと’表現活動に

おける当時の考え方を溜L唄lるrt科とな

ゐ。Ihi文Ii庁webサイトからl征（.：公開して

いる照史人物幽i象データベースの’m報とリ
ンクさせ、トピックマップとll'f'・ばれるネットワー

ク凶により知識体系を可悦化するシステム

の｜将棋をj住めている

システム手IJ用者の5在も

テムを櫛築してb、くためt.：、j免索j須！支、検

必キーワード、 国文liJf.f!'fi外・海外からの

アクセスなどデータベースシステムの利~1-J

観相データの例

動向の分析を行っている。手IJlt.Jが｛中びな

いデータベースを中心に、十'r'Mll舵供}ji去

やデータj孟などをどのように改lfすべきか

険Jずを進めている。 また、 ilt,U＼：物語；·~誌

データベース俄第に向けて、火山本源氏

物江IHl'I ~ド巻の巻末削除部分の 「復元J

について点者1；文化Wf.物館・天王型大？：附

以又J.lll1 －.~I .lrliHにて写本訓1d:'t施した《

・1c hX': 22 if. 2月19日、l!:l文li)fで研究会

を災施し、本ブ。ロジェクトの研究i人j谷・進

iJJJ状i}l.必終年l立にliJjけた問先のJirtrl'I'生

などについて報告し、船外のliJf'1eIth J J ~れな

どとのなは交換の機会とした，党｝.＜.題目は、

l~·瀬「国文研データペースイHJ1利用のた

めのw門検索j、大聖子順子氏 「必S正p採

集の］見1kと；泉姐J、が川好たJ＼：「碕S印

[)IJの先/Jffl 」、野本立•.，JJl\: r苦行プロファ

イ1レを利用した苦：誌サーチの尚度化J、矢

印吐｜紀氏「贈終歌における ：必死J衣

JJi. -f1創氏HI歌集Ji;lj • 心として ー j 、

人・｜人l必純H:f鎌frn守代に以fるii息氏物括

本丈のifibill J 、 格問泌氏 「統訪｛－1~・による

文子：研究へのロードマッフ。 削減，11典学オ

ン卜11ジのlじ用をめ百してづり本liJf究プU

ジょクトが終 fする..，ぺhX:23 iド3)J 1二』日終

liJf究会を予定しているむ

今後、データベースなどfl!:子in科の活

JIH止、 H~－：文守：分野においてますます重

症になってL、くと予想される～11.1文（i)fから

公！日lしている名データベースは、i山のデー

タペースと情報を連携させゐことなく｛IJ'i.立し

ている状態である。一つのデータベースを

flJJ[jずる際、 l•iJ ll.~＇に＞JIJのデータベースに

ある｜刻述情報を得るとL、うinlれをまと実現

できていなし、。蔵書印や観相なと’知識ベー

スとしても機能するデータベースによって

データベースlllJの制祁を附辿づけることに

より、データペースの繍lt}f的なれ’j相i掠泌を

’先攻することが期待できる。本フロジェクト

の終了後、本研究フbジェクトの研究成果

をi丹!IIしていき、目立；問サイトから政1.!r印

や間判1などのデータペーメのf!j{外公llll、

｜県li坐するliJf究フeロジ、エクトに必けるデータ

ベース検索機能の高度化などに取り組ん

でいく予定である。

6 
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国際連携研究

オランダ国ライデン伝来のブロンホフ＼フィッセル、シーボ

ルト蒐集日本書籍の調査研究

(Research on old Japanese books in Leiden, Holland 

collected by Blomhoff, Fisscher and Siebold) 
鈴木淳 （国文学研究資料館教授）

本研究l土、人川文化研究機併の 「白

本｜刈i単(t外資料のi'.P.11f.研究Jのプロジェ

クトである 「シーボルト｜対述資料をはじめと

する1'1lf近代！こH本から流出した資料Jの

ヴ主として、了日ライデン1ttfトのうち：1HNに

ついて調会i研究をuうむので．国文学研

究資料館の｜五｜際迎H~研究と｜県l述づけつ

つ進行する。 ~JJIUJは2010年度以降、6

ij~ llll で、 共I•刊Jf冗flとして、 丈うf：の（也、

II＼版史、美術！となどの分ff・に反る、同内

外の大学等の研究機関の、若手を含む

多数の研究者の参加を向・て実施するもの

である。

江戸．｜時代初！切に、ボルトプ＇j）レに代わって

日本と交易を始めたオランダの人 は々、出

l誌のオランダ商館を通じて、U本文化資料

の蒐集を計｛｝、コレクションの悦築を試みて

きた 特に崩寺内：なのは、 文政年Illト It~館

長ヤン・コック ・ブUンホフ (JanCock 

Blornhoff）、尚・館員オーフェルメール・フイツ

七ル （vanOvcnnccr Fisscher）、l治館

iば官フイ1）・；；プ・フランツ ・フ十ン・シーボルト

(Phillipp Franz von Siebold）らによって

採集され、本国に持ら払｝られた生物、器

財、書ー絡などの師1よい分野に亘るH本関

係資料である。 現［£その~くはライデン回

丑J~1J.長~：·

｜拠｛柔コレクシヨンの2主磁をl此しているカf、そ

のうち書籍資科が、本研究の対象というこ

とになる

シーボルトは、丈if/{6年 (1823'rt:) 8 

月に来日、え：政 13年（1830年） l flに

1 1 ＇，因するまでの滞在JVlll~111に、他のそノ

資本：！とともに、u；本；i::ii','の克終に努めた。

とりわけ1~硲は、 ｜’lらの1 1 4:研究の基本参

与·~'fjl：トであることもあり、 いくから念入りな

幣Jfilを試み、シーボルト白身がrn~＼を作成

したことはよく知られていよう。このシーボル

トのLJ},AI立、日本を出国して 15年後の弘

化2{f二 0845年）2月．ライデン近郊の

日IUj；のおけるシーボルトの（IIよ：を添えて出

！；託されたものである。ヨノ、ネス ・ホフマンに

よるオランダ語目録と草Iii戊訟によゐ日本語日

H< FilllDとから榔成されており、一般にfホ
フマントjj；~」と呼ばれてし喝。この目録こそ、

シーボルトの省：籍コレクションの綬緯と実態

を知るうえで、もっとも線本的な資事：｜に他な

らなし、。

｜ ！本への紛介lよ、 H本~-;i: 会 、 n1~1文化

｜品会の~制で昭和 12 :lj! (1937年） 3月、

東京の有11文：主書店から刊行されたものが

li.i:初であろう。これによると、シーボルトの

Jト陪コレクシヨンは、シーボルトだけでなく、

l•il じ凶少し先んじて日本μ滞在したプロン

ホフの低集分のうち29点、fえひ3ブイツセル

の蒐処分のうち60点を淵り受けたり、借り

IHしたりしており、それらも対匁としていゐこ

とがわかる。現下l：のライデンl対立民族学

｜単物館のコレクションが、これらのプロンホ

フ、フイツシャーの蒐集分をも合んでいるこ

とは、 こ1 しまでの調査からも1~1らかにされて

いゐ。

同博物館学芸員で、本研究の共同研

究員であるマティ・フォーラ一氏によれば、

プロンホフが絵本中心の庇集であったのに

対し、フイッセルの関心l.:Ui.11.よし、分野に

1 （っていて、小説なと・も必めたのはフイツセ

ルに｜以られるという。また同氏l止、ブロンホ

フとフィッ七Jレのコレクションは、当初、純

物ザ：とJ世代｜が主要なl処心であったシーボル

トによる集11Fの；＼ランスをJ立IEする.I：でノくき

な立li;j（を持ったという。また、シーボルトの

関心が深かった地図は、形態的にも、必

ずしい＇F務の範開に入らなし、ものが多く、

.！］諸と一掃して伝来してきたi呆h止はないの

で、 その全貌をJ巴揮することは佐I~しさが「ド

おう。

本コレクションの伝来上、 いちばん大きな

変動は、コレクションのほぼ半分ほと’が明

治1・1.｛ド（1881年）にライデン大子：＇＂；（1,1::

館に移管されたことである。移？守されたの

は挿絵のない本ということであるが、すでに

出H'Eした感触からすると、必ずしもそのよう

心：Jがv1がi倣l氏されているようには思えないと

ころもある。ともあれ、本li)f究は、博物館

所蔵分の湖査に重きをおきながらも、大学

問~~fl自分についても調査しその全体似を

明らかにし、その日3止を作成することを必本

lこjf.tめることとしてL、る。また、そのうえで、

シーポJレトらカせ：政年聞の第一次i¥i'i・(i'.1則的

に蒐集し、本｜ポiに持ち帰ったII本1＇：：将i」が

持つ．むJIぷについて考えたい そのため、

ijo 2 lnl!iどの出張調査を予定しており、主

要成果物としては、目録を含む論文集を考

えている。

ライデン国立民族学1呼物館



サテライト講座①

新古今時代の和歌

平成 22年度サテライト講座。

平成 22年11月6日（土）に「和歌文学への招待」というテーマで
サテライト講座を実施しました。
排出内科を以 ｜ごに掲載します。

寺島 恒世（国文学研究資料館教授）

新古今時代を、おおむね藤！反定家の生きた時代（］ 162 ～ 1241 年） と見る説により、 当代の和歌の特質を~えてみたt 、。

夫 ，nf~人定家と：k灯台の王丹・後九羽院が、札際をI曽大させながらも、理想、の：：f~を求めて｜草案を続けたこの時代lま、 1ilf中

にilJ;! -' I＇－の ~i• /iL ( I 185 W・ 'I'・京減亡）、後半に＊久の乱 （12211ド）が勃発することにす4徽されるように、 〈変動〉をその特色

としてし喝。相：lkむ同様に、 rt荷1!1・今集l,j，：丈l止1J:JVJ問にわたる改訂のために流動し続！？、歌会 ・歌合苛；で諒じられる組ぷ

歌も多憾な試みがなされ続けた。

その脱会・する試みの典明例に、歌に 〈物請を取る〉手法がある。古典主義を様携する当代の歌l立、古歌のみならず fi原

氏物；りをもmr&の対象として、 多くの秀作をL~.み出すことになる。 ところが歌論では、 青葉lま~t：されでも心は取るべきでは

ないとJわれ＜r1丸山；；J;J院御II (.l;J ） 、本歌JI~りの対匁ではなく、歌を詠むためにto~（んで心を液ませる ，I ~と扱われて <rJ;( lfil 
中納ri.ヰII”はに凡ゐ定次のri'）、』I~拠としての rnni;;物税j の佐↑州寸けはきわめて不安定であった。

f源氏物語j 取りを1J'flfUIJする矧曲としては、まず、 摂取が行き過ぎて難解歌をもたらし、 読者に謎14干きを迫るような＞J ~態に

まで£ったことが殺げられる。これは初’y：者・や非専門tfJ：人の歌に現れやすい弊害であった。しかし、専門歌人の秋、特l二

信~~永1 ..:JJ1t 、てlよ、よりj宗主ljな l llJ組に発するJll[山が想定される。

ft会.！＇.J;1:11沈静jJ「l(；；』のifG述から考えると 、 それは完家のゆ；いおける~r--法に111米するものであった。 例えば、

はii主せ！f:(Eも紅葉もなかりけりHllの円以の秋のタ，~：：； （秋歌上 ・三六三）

は、 二三タの歌として有名で、新山・今代表取であるにも拘わらず、後鳥羽院が配所で精選した隠岐本 f新ず｛今集jではj~IJI；余され

てしまうふとよりll!J叫が礼いだされたからである。

n郎氏物；m・JIりjイ｛迭を91~拠にした~.~ f'I：は、作q iに｜主体」（泳歌ニ主体 ・ 泊五）を定位させないことに特色をの寸－る：lkと

して弘｜陥れてきた。f後n:J;JI涜!JUII伝jが、総じて定家の散を「｛妥なる歌の本体Jと絶I'(＇しつつ、 「心あるやうなゐをば1,f！：純J

しないと批判するのは、厳選したii＇必の：ft'／妙な配置のみによって主体をも立ち上げようとする歌い方が、いかに歌うかの 〈態度〉

を拾象しているからてがあった。

歌を詠む背みは、jjlj慌に（＇1：宵・が存在し、その統括のもとに三十十字の世界lま｜’i立する。ところが、先鋭的な定家の）ii1;！よ、

主体を限りなく陪I~；化すゐ作品.：£r. i ~花のす：Jj)JをJr:{IJ 、訪；；IXN5.良が｛本験であると~併であるとをlllJわず、 その〈態度〉と（主

体〉のぷ定において、：p；を組えゐf(!:i)!を拙かせるものであった。そしてそれを助長するものこそ、物語のm取だったのである

定家の恋：：fxの代女的なー荷、

かきゃ：jしその県濯の筋ごとにうち臥すほどは耐影ぞ立つ ｛恋歌：ti:.一三九0)

も、隠岐本で自！JI－；余：.f）；とされているc r .rn堅の乱れも匁lらずうち臥せばまづかさやIJし人ぞ恋しきJ（後拾jfi~ ・ ：a：三・相公式部）

をヰ＞＝~klf{りしたこの：1xのJilt 、lよ、 f jl~！ L＼：物議』の－n~1fiiのように｛位成し、物2奇ill：界を再現することにあった ([ilf/.H：物..n 

蛍巻 ・ タ揚巻等に比られる控をかきべふるシーンが立日議されてし喝） c 官能性に高むきわめて物語的な.id盟が、やはり後.！＇.~羽院

に、上記のそれと等しいf{f,恨を抱かせたのであろう。

なお、f後n羽院i却円伝jの記述をl正慨にたどれば、後鳥羽院は定家の歌を 「生得の歌人Jならではのものとして認め

て.t：：＞り、喫緊のf剖H!i、／Jのない初心打がそれを点似した場介の「l日本なさ！JJ.になりぬべJき惨状に1ti1けられていた したがっ

て、供しいプじ家批i'l)I立.•ll(ifil依Illを｜防ぐための戦略としてなされた 11 f能性が実はかなり的j＼，、。

順｛忠天皇歌捜への移行後、diき継がれたこの様勉はさらに検討が重ねられ、Jijfi恕天皇の手になる r;¥.111制少』において、

f源氏物語j は、 ：日；にI~わる省祭には供されず、専ら言葉に限定して摂取すべき古典として定着する。

新， 1 ，・今llH ＼：の：仕lま、 （I守治lよ許〈、心は新しく〉を），~￥とし、 理想を王朝に；jとめたために、 平安時代の物語知｛辻、 「7～－今

.UH以ドの.fll!fJ.:とともに、 mli'Zの対象としてもてはやされた。特に 『淑氏物語jの恒例的な魅力lよさ111t歌人たちを拠tfし、
さまざまな摂取秋が’l~み111 11~れ、秀歌lよ「新古今~l lこljil,められてその彩りを些かにする。その小で、定家の：飲Ii、！／ldfl.

力がI'll主に働き、羽I!f）：としての統Mt「の作夜をより411＼~.イじさせるようなケースが現れ、 和歌における 〈態度〉ゃ く主体〉の

問題において後どいl;JI訪日二f立似を抱かせ・るJ;H1J!！；にまで亙らしめる。もって、 『源氏物語』を取る制限的な動きが必！まり、 統めば

心がi間み、またこI泌を~；：：ぷとめにifC起でありながら、司kの基本性格に関わるところにはi立fi'i：させ〈よい作品として、安定するこ

とになる。 その日法制は、 糸＇iJ，，）、 後，i.'.J)JJl l~·~にも先泳・にもi11nr~1天↓以こもj七~］に持たれることになったω

かくして、〈動態〉としての手II取がひとまず泌ら泊くことで、新iji今時代lま終駕をifl!えるのであるu 新r'i//'ll!j:flの和歌にお

いて、 IL:'.家が試みたつ4山は、もはや三度と1慣れることのない、歌の臨界を思わせる桜に危うい、 しかし創造性－！！－：.：かなものとし

てあった。
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サテライト部座②

和敬の秘密を伝えるー古今伝授の世界 海野圭介（国文学研究資料館准教慢｝

室町時代の武将であり歌人でもあった東常縁による f古今集』講釈を連歌師宗祇が書き留めた『両度問書jは、 I古今

和歌集部頂口伝jや『王伝神秘巻jなどの瀧頂伝授系と称される諸普に記されるような、歌制の喪にi替む語義の重層的

解釈を中心としたそれまでの『古今集jの注釈的理解に変化をもたらし、以降の『古今集j碑解にも多大な影響を与えた。

その解釈の在り方は、次のようなものであった。

ほのぼのとあかしの浦の朝霧に嶋がくれ行舟をしぞ思ふ

これは、海路に我忠人のおもむくを、送てよめる歌也。明石の捕は所の道地也。たとへば、あかしの捕より舟附して、こ

ぎいづる人の次第に遠ざかり行おりふし、霧のむらむらはるばるとたちて、ある時はかすかになり、又はさやかにみゆる

折ふしも侍り。拍、みるま、に、しまがくれはてぬるを、いまはいづくにか行らん、いかやうにか成ぬらん、などJ）ひとかた

ならず思ゃるよし也。大方の旅の空さへあはれにも、かなしくも侍を、まして万阜の波iAiを思ふ人の、こぎ別ゆかんを③

思やる心、いふかぎりなう、あはれふか、るべきにこそ。此歌、旅に入事、尤の奥義也。司、揚を摘などいふは不用。④

此歌を当流に泌する事は、心・調と、のほりて、しかも幽玄にたけたかく、余怖あれば也。歌道の大切、不可過之、

専：rif仰之とぞ。（『両！究開~J 巻 9 ・籾旅・ 409)

事Ii本人麻品の詠と伝える著名な一首には、鎌倉時代より多くの秘密が付与されてきた。上記の n刈度聞普u傍線部③ f霧

を病などいふは不lttJは、そうした秘伝が先に存在したことを前提とした批判であり、事災このような同歌の中に生老病死の

四鹿の隠臨を読みとる説は『古今和歌集寵頂口伝jなどの鎌倉期成立と考えられている注釈待に記された秘伝であった。

ここに記される「不用Jの語は、この説をmいないという意で、秘伝そのものを否定しているのではない。岡④ f此歌を当

流に腿寸・る事はJの語のように、『両度問書jにおいても、「秘すJベき事柄は想定されていた。しかしながら、『両度問符：j

の説く秘伝とは、鎌倉期成立の古腐の論書とは異なり、単純化すればこの一首から説み取るべき美的印象の在処（同④「幽

玄にたけたかく、余情あれば」などと記される）の指摘であり、こうした点は以前より鑑賞的視点の獲得として評価されてきた。

だが、 f両度聞illJは、現在的意味での名歌の鑑賞を奨めているのではない。前半で一通り歌意が説かれたのち、後

半において、 lu）①「ひとかたならず思ゃるよし」、阿②「思やる心、いふかぎりなう、あはれふか、るべきJと、この一首の中に、

明石の械を泊ぎ削る思い人の遠ざかりゆくその身を按じ思いやる切なる心の表出が蹴み取られ、そうした切実なる思いを喚起

する和歌表現の在り方を「余情jある歌とし、その心情表現の在り梯をもって「歌道の大切」と評している。この『両度問

書』の注記は、審英的な和歌の鑑賞を目論むというよりは、寧ろ和歌を通して伝えられる心の在り方に閑心が寄られていると

甘えよう。一見すると本質論を説くようにも見えるが、これらの注記が現代行われる学術的手続きのように、和歌表現そのもの

の綿織な分析によって敬意の真実への接近を拭みているのではないよなlま留意されなければならない。『両陛問書jの説み解

きの目的は、あくまでもそこに込められているはずの深〈思う心の汲み取りにあった。

例えば、次のような例は、こうした『両度聞書jの関心の在り方を端的に示している。

人にあはん月のなきには思ひをきてむねはしり火に心やけをり

人にあはんのたよりなくて、むねのこがる、也。下心は、欲に食して児に余をみず。をろかなる心故におもひこがる、こと

はりをしめすなり。（『両度問書j巻19・誹諾・1030)

「人にあはんのたよりなくて、むねのこがる‘也Jと大凡の敬意が説かれた後に記される「下心」以下に説かれるのは、

型書lこ詠まれた「ことはり（＝理）J読み解きである。『両度聞書』にとって、和歌とは人の心の在り様の反映であり、その

「理Jを伝えるためのメデイウムでもあった。こうした理解は、宗祇から古今伝受を相伝した三条西実院の日記に次のように言己

される理解とも通じている。

古今を習ふ時、先づ心操を以て本となす。然ぱ、最初、思に邪無く、此の識を習ふと云々 。［…］所詮、唯伝一子の秘

事、口決の司王等と称するも、只、修身の道に在りと云々 。誠に殊勝の事なり。（『実際公記j文明 18年 0486)7月

l日条）

『古今集jを習うことは、その心の在り械を習うことであり、その目的は「修身の道Jにあった。 n山1j/i;問書jによって和

歌の道は人倫の道として明確に位置付けられたのである。『古今集』の学は、ここにおいて人倫の苧：となり、それを伝え受け

ることが公家や武家の学ぶに足る学問として意義付けられたと言える。

［付記］紙幅の都合により、平成22年度サテライト講座「和歌文学への招待」における講演の一部を抜粋した。



実践女子大学文学部文芸資料研究所及ひ九州大学附属図書館との

学術交流協定締結

ソクス

さ！？．成22年ll 川 25 口 、 京京協日針市の~践女 f-k.’刊こおいて、 斗rnnとJ1i）大学文学部Jど芸資料研究所との研究連携.，こ

｜刻する協定ヴのNi¥）印式が行われ、関係［.・"17.ち会いのもと、今i列館長と湯浅午：誌とがサインし、協定1＇；：を取り交わしたの日本

文学及びこれに｜刈迎する丈献rtflの研究とその ｛了幼なili川を11(~ ）往するため、 （ I l共f1iJT可f究の実線、（2）；持li、減i釘及び

シンポジウムの実施、（3）学術情報及びfH'Iの交挽等その他必裂な日！！）1f.J.えひqijf究の尖胞について今後よりー肘の述携を阿っ

ていくこととなった。

また、平成 22i手12片17H、福岡市東区の九州大学附.liJ¥J::(B1ffifPl1央凶＇，1ffiliにおいて、当館と同大学附属図持館との

学術交流に関する協定：＇fの調印式が行われ、関係｛；・立ら会し、のもと、今商館長と川本館長とがサインし、協定古を取り交

わしたω 十tl1i.に理解と｝J.filをi~め、 11l1jj!\tl担lの問にお！？る研究及び~Htの交流を促進するため、 (1 ） 研究ET予のうどi氏、（2)

共［uj[ijf究の笑施、 （3） 展I)士 、 必~ － .~i~f/えびシンポジウムの実施、 （ ii ） ザ：討；ri11I羽lJ.えび資本干の~換ホその他必要な，刻資

及び研究の実施についてー ー婦の述携を1·~1っていくこととなり、 その初めの辿H~として当fifiで開催する民不への協力が約束さ

れている。

実践女子大生学文学部文芸資料研究所 九州大学附属図E書館

連続講演「江戸文化再考j

日本文学の：~1·及を問り古典について広＜i於くJIJl併してもらうため、 官5 ・純でili・

1記しておられる研究者をお4{1きしての辿統，.~titilを似年IHJH!iしています。

第 11l!!l自にあたる平成 22 年！主連続；；~tiµi ＇立、中町三敏先生 （九州大午：

名誉教授）に 「江戸文化再考」と却して、(i'l;5 fiilにわたりご，；11,:iviいただきま

した。何凶 100t，をj担える脱抑：r;・をn11に、'I·~If'先lJ：のi丘米のご研究テーマに

つき分かり易〈叫にはユーモアを交え令がら合引に1；：んだいiれが［111をir（ねゐごと

に反問され、会場は知的興俗fこ包まれていました。

i存i寅最終凶の｝白・前には、小野党；土lが文化功労・r.・1こ5mtれるという純におめ

でたいニュースが舛い込み、会場の持隙とともに；.＇｛.びを分か九イ？いましたの

(i'flll'J.f'，た）

［卜｜桜とi寅旭］

第 l凶 9月10ト｜（金） 大勢五！Iii 近代人のr..Lfi＂『見について

第2凶 9月17Fl （令） ~＇~と Htと 任Ji文化則的平の制本理念

郁3[iii 9 )j 2'1日 （令） r l：戸モデル少Jmm11 その大なゐ［悦郎

第 41日｜ 10) J 22 u （金） 近Ill；的自我 .'Jl.:¥il,史flf>!,・ 

第5回 10月29A （金） 平日本リテラシーの回復 その必裂性

終決する中野先生

お祝いの花策を贈呈

10 
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トピックス

通常展示 f新修資料展 物語そして歴史一平安から中世へーj開催中

新収資料展は、国文学研究資料館が立川に移転してくる直前に品JII r:zで行った。立Jllt二米てからは、最初に1'tlti舎展

はl員Iv、たが新収資料展は開1践していない。

［］）文学研究資料飢には、 11i・ 1にから明治初~JUJまでの多微な分！llf'の咋門家をnれする開花－ri·がおり、その研究日－述が使え

る研究貨を｛史って資料を購入するので、新規に鰍人されゐ資料だけでも実はかなりの挫刻、かなりのi止に上る。新111資事：｜民

として展示される資料（j:、毎凶ほんの一部に過ぎないことが多く、その時の民示担当殺のり門性によって展示されるものが決

まっていたとb、うのが1Eしいのではないだろうか

そういう立昧で（;J. 、 少し前まで泌れば、 未だIJ~1Jミしていない>tt 1ヰlよ多段ある。 そこで、 抗近跳人した資料を中心に． 少し

前のものまで含めてテーマ民示ふうに祈収litn l.f~ができなしゅ、与えてみた

まず、 ｛ti近購入した資料で最も大きいものは宇治保物J祭良絵本絵巻5巻であるのこれを中心lこ、・1－：安の物語から中純

の軍記物語、さらには挺史記述としてのm:a己まで並べることにした。テーマは”物混そして綬史”とし、サブタイトルに ...r・安
から小iii:へ”とつけて、平安から小111：にかけての時代の移り変わりを！品じていただくことにした そこに、奈良絵本の怨向も

混ぜゐことにした。もちろん、民民な資料む伶剖Lる

さらに、テーマ性を高めるとし、う狙いから、九州大学肉古館カf所有している乎：i-lt保物j,{f必良絵本絵巻5巻も併せて展示し、

絵の持つ物語表現を存分に味わっていただくことにした。展示スペース的には宇津保物語努良絵本絵巻5巻2七ットlこかな

りの広さを割いており、そこに焦点を当てた，1/t1tii.if会を行った内

国：火·：＇.詳U耳究rt料·~\'iと九州 k''f:l'.:!j 、If館とl立，．；

しても見応‘えのある展示になるものとF在主fjしてb、る。

なお、新収資料展は・和歌．．．近i貨資料”などさまざまにテーマを変えて今後も民主f-を断続的に展開していくことを考えてい

る。どうぞご期待いただきたい3 （中村政夫）

fうつ（；｛物館絵巻』（当自官級） IみなづるJ（当館繊）

開催情報

｜五｜文ヴ：研究資料郎通常展示 「新収資本｜風 物祁そして！夜史一平宏から＂'Ill：へ－J
会 朋：平成23年lJJ24LI (JJ)～3Fl 18日 （金）

※}JJJ 問中、 · 1 -.11話円 、 円暇円、祝円は｛本~します。

IJ削減時間： 10時00分～ 16時;10分

場 所： l坂l文ヴ：liif究資料館 1 1併悦iJ ~出

ーi~ 1世 間文学研究計科目n iお）J：九州大学1;1H.cll::<J11rf![(
入 場：無料

［展示期間中、毎週金昭Ultl Jl;f.から展ポ室内にてギ・γラリートークを1~11慌します。］



トヒックス

特別展示「鉄心斎文庫短冊文華展J

平成 22年 JOJ J 4日から ll月12Hまで間i寵された鉄心斎文庫短冊文：'1fri展は、およそ 1400人を超える入場.fl・があり、

機況であった。F人心i古文wの7・fil}新二氏と美佐子氏ご夫安lこよって収集された似削）点におよぶ筒冊とその｜則述ft:f'fのな

かから、巡りすく・った約 150点を民不。民示品は、合・四球好から江戸川乱歩におよぶ翁：包な人々 のまilmr、また fl屯EfilJf 11i 

1モ短冊鑑j というK~や公・ぷを中心とした煩lilt下濯、 f/:fil安手鑑j や ［眺望集j といった｝坂本など。 なかには、知mトをモティー

フにした彬絵の硯箱などもあり、U本人が短1111-をと’のようl二享受してきたかを概観できるような展示となった。

あわせて、 10川15LIには榊協会を！日Jflliした。鉄心斎文雌伊勢物語文苓館館長の戸海美佐子氏に、収集の経緯をお話し

いただき、次いで令城学院大学教授伊11作研一氏 「問附のらからJ、当館鈴木i字教授「短mr性き織がれるカタチ ｜の二つ

の滞納がめった。 いず1 しも、 XU.liltの）），~史やはと℃ろなど、 基本的なことをわかりやすく相介するもので、 聴政の！メJ,i:;：もflかったn

展ポ則llil巾毎令ll/1¥1Iにはギャラリートークを行った。鉄心治文庫の親冊を数年米読み続けてきた近世和歌研究会の会員

である、日梨・京・チ氏、 1可由民正氏、企11－伽；了－氏、また当館の入口数志助教、中村健太郎研究員が11¥当し、こちらも釘やド

であったn また、800~女ほどの制liltの耐仰をバーチャル凶示したt》 タッチパネルで、身分、附紙、 m＋設なと・で集中りしてみられ

ゐようにγ：J：したものの 多くの人がり・l~ I味を／J~ していた。

J"ii早さんから、多くのJiにみて引きたいので、土昭・円日程もIJM室できなし、かとのご希望もあったが、応じることが／:I＇，来なかった。

今後の課題としたいの

末:"1':ながら、1't抵な1Yr1i延品をrtして引いた鉄心苅文Hlf1・i事災佐子氏、 短冊の読みやギャラリートークにご166)J ffiいた近

11t利歌研究会の}j々 、ご後＋'-ll日いた各iむよ深川の！必：：射をi↓1し上げる。 （入11牧，ι）

． 
「草創期のメテeイ7'＇こ生きて 一山田美妙没後 100年一J展

音原洋一（日本近代文学館）

f i,J:tllJlUJのメデfア｛こ~きてー1 11田 l妙没後 1 00 ,,,,_ J ~は、平成 22 年 10 JJ 2日から11J J 27 I lまでu~·団法人lI 本

近代丈学舶の民不宰．を会Jめとして1m1m剖Lた

本展が、何l文学研究資料館 .R-1.：近代文学館 ・立命館大学図書館 ・早稲田大学j;;(j書館の4館共催となった経緯を先に

並べる。111田美妙の遣した自低資料や諸家の古簡は、彼の死後、約：余鴎Vrを経て、日本近代文学館 （塩出良平文/iii＇.）、

立命館大学似I~：：fifi 、 1t·fi前同大午：I-xi ~M~ （本！Ill久雄文成）に三分割1、 個別に~ぷ．されていた。 2008 .s，~ 、 「日本近代文

q:fifiiド誌 資料探本4J l人lで、 3fil'iが並んどかたちでは初めて、 各館の所級資料・の紹介 ・ t~＜；＇；・がなされ、このたび、収

命館大学凶内館のすr:f＋整備が完結したのを受け、国文学研究資料館にもご協力をいただき、’lfil'i{rfujの資料Jft;9＜実現の

運ひPとなった。奨妙の没後 100年にして、ょうやく美妙の全体像を示す員・重な資料が一堂に会すこととなったのである

展示構成は、l年余りにぷぷ編取委貝会のなかで、「メディアjがキーワードになることに決まり、編集責任を l・Jllfj介氏と

し、l詩人史妙（幼少jりl～明治 19年頃、担当：背木位弥氏）、日 流行作家美妙（明i台20年頃～26Jj~ 刷、 111.,11 : 

山Ill俊治氏）、阻 スキャンダルから fあぎなるどjへ（明治 27iiミ頃～36iJ.'頃、担当：rt1JI II必尖氏）、W日本山ザ：苛 J~ 

妙（111.幸町：京｛制II前氏）、VrW，~；への執念（IVJi台訂正I~頃～晩年、 担当 ： 谷川恵一氏）の"1'?:5許1\li~ ！I立となった。

従来－Htも~l~ll:t'I~な資料品I.］査がffわれていなかった美妙資本iの全貌は、 想像していた以上にJぶく、 また多岐にii刻、｜彼

られた民示スペースのιI＇で、資料の選択はギリギリまで調整が続いた。その＇－1-'斐もあって、入場者の方 の々多くは、h品示資

本｜をi.'.'.i: 1 .＇.＇ .＇：じっくりとご覧になっていたことが印象i~い。

また、 10n 30 nには記念シンポジウムを行ったの 11 1 十111 f飯氏によるごI Li身が研究した美妙l二ついての~f/f i\i( Iこ始まり、 羽，JU!

~u全日によるノ叶、JレディスプJツション、 ，.川信介氏による総論で訴を附じた。 台j瓜という忠ぷ（淡い制~わらず、 多くの!UAfYt＜：が
集まり、熱心に.lfを作iltfていた。

12 
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トヒックス

第 34回国際日本文学研究集会

第34凶国際日本文学研究集会は間内外の応ぶから選出された 13名の研究

発表、 611のショートセッション発氏、 4 名のポスター七yション発表のイt；~十 23 名が

党去を？？い、 二円口のllH炎にケンプリッシム；·'f:l~I 占如IJ 本部長の小111勝H：の公rm

議Hiiが行われた。研究発衣粁のうら 15人は外同時の大学教u及び大学院牛．で

あ：）、海外及びドl内在住の 13ヶ国 53人の外同研究者－を合む 163人が参加した。

プH聞の研究集会で、発表者たちは「？？物としての可能性一日本文学がカタ

チになるまでjとし、うテーマをめぐって、「，1r物Jとの｜則わりから.IJ本文学の形成、

JGI~、 ！／.受などのさまざまの問題について議論を1#1射し卜l本文学の「カタチに

なるまでJの過科のみではなく、「カタヲーになってから」の問題にも触れられ、会場

を大いに盛り上げた。中｜軍I・朝鮮小山 －イギリス ・ヨーロッパ・1+.i米なとeのさまざま

の悦泌からの11'1-=k学へのアブυーチは、参加rri・に大きな刺激を＇j・えた。

また、今！叫の研究集会では、ポスター七ッシ01ンとb、う文科系の学会ではなじみ

の少ない発表形式を取り入れてみたが、 発t<1J,1谷と発表形式のいずれも好~を

受け、来年度以降もぜひ設けてほしし、との窓比を多数いただいた。

、1.:1戎23｛ドのti'i35 fiill ~1 1：；；~ I I本文学liJf先日4会lよ、5月l二研究発点を善；；終し、

11 JI 26日（｜；）～27[I （「｜）にl:Umtされる （・定でめるn日下しいことは米年5}J 作

総演の4晶子

に当館のホームページ（hLtp://www.nijl.nc.jp／）を御児下さい。 (IW艇） ポスターセッションの様子

アーカイブズ・カレッジ（史料管理学研究会）

科目白でlよ、 多峨な史資料を取り扱う J.l/.[lrj的人材を,f~成するための研修会、 アーカイブズ ・ カレッジ（史料管理！？：研修会）

を長J~Jコース ・ 組問コースそれぞれ｛1: l Inf llf I liltしてし、ます。 長期コースiよ拘舶にて間1mし、 ~1JVJコースは毎年東京行日以外の

会場をお借りしてIJflHliしてし、ます。

‘1－：成22王手段lま、長期コースを1iliJVJ7 }-J 19 11 （火）～8月13日（令）、後期8月30日 （月）～9月剖日 （金） の日程

で当館オリエンテーション市じて開llliし、 112約が受滑しました。矩JUJコース｛立、会場に名古屋大学防物館をお借りして、11 

11811 (Jj) ～ 19 日（金）のnf'~－C"lllllWし、 30 名が受必しました。

受講者は、それぞれ修 （mt文を拠出し今年度lよ民JUIコース拍手号、短期コース29名が修了する予定て-t。

長期コース：実習の織子 短期コース： 講義の様子



トピックス

総合研究大学院大学中間報告論文研究発表会終わる
中村康夫（日本文学研究専攻長）

人を育てるという意味では大学院も“教育”に遣いはないが、大学院で行われる人格形成は会人核教育というよりは、ほ

とんど”研究”本伎に進められるものと思われる。そこで求めらhる人格は一般論自甘！？こし今人格でiまなく、・研究”をイ－全に行

うよで必要な人怖の形成だと［ j・って・2去し支えないのではないだろうか。この2つの人総形成には杭！＋！・ (j(Jには~いがある場介

もあるだろうし、＃bど同じだとしウJおー合もあるように思われる。そして、それは”専門性． にも大きく｜担！わるものと忠われるω

だから、大学院にとって最も大事なことは “研究が進んだ” ということなのだ。 そこ~こは人絡の形成も含まれる3 つまり、 教

育的成果が実現しているということでもあるのだ。

当H本文t；史研究jぷ攻にとって、 l イ｜ミ問てゴI~も抗~・なみi\i~ （立、 刊〈に今、 中lllJ ~ IH持論文IiJf先発表会が~ J：われるこの王手簡で

ある。学l立請求論文を提出するためには中間報作論文を舵出して、 2[ill合院しなければならない。その提出前の発表会が

今で、ここで様々な指摘を受けて仕上げた論文を2月に提出して合否をもらう。

しかし、言うまでもなく、この中間報知論文に2回合絡しでも直ちに学位詰求論文が提出できるわけではない。つまり、学

｛計百求論文を提出するまでにはまだまだ階梯があり、段を路まなければならなし、。 学：会U~Jl発表、レフリーflilJのある維誌の掲

載論文など、かなり一流に近い段附まで進んで、やっと学位制ょ！と論文が見えてくる。

総研大の日本文学研究時攻は厳しいという芦も聞かないわけではなし、。しかし、明円の学術の世界は一定程度の高みを技々

に求めていることは石花かだ。

｜；完土｜三諸君には頑張ってもらいたし、。 われわれ数只も、 日者むの~志述成のために、 徐々にJ,C,;1愛している。

［今年度の中間報告論文発表会リスト］

CD林真人

i抑Jt千二11:+11Iせっきゃうさんせう太夫jの性桁

－~iiJ総省略の目的についてー

②屋代純子

明治期における翻訳 ・翻案に関する研究

ートH1Ji1E・慌の詰＊］＇.j袋小説 『村長jをq_s心l二ー

①江崎公子

中i険末期の日本における音楽概念

-r羅菊11対訳静香jとru葡辞害jを中心に一

111 量：；
:st. ＂－~ 

発表会の機子①

＠ず7出 小’白’合

『栄花物~lH :lxflt殺n.；，延子！ュについてのP J ミピ・祭

①アンピカ ・パス

印・日 泌劇論比較

一 「ラサJと 「慰みJをめくかつてー

@j出版也1-f-

明治俳句の新j瓜とは何か

-;f.火戸会と日本派を比較してー

発表会の様子②

14 



向 表紙絵紹介

うつほ物語絵巻

（当館蔵請求記号： 99-143-1～ 5)

作者名：不祥

成立 ：平安l時代判明 （本絵巻の製作は江戸時代前期）

寸法 ：33.2糖 ×1:3米70糎～ 16米63糎

『うつほ物語Jの奈良絵巻。巻子5車山、 俊蔭巻の本文と奈良絵28図から成る。伝八候宮智仁親

王筆。

fうつほ物部jの絵巻は他に九州大学：附属関也：航、 天理ll支出・自n(2本）、九哨文J1j1＇.がJ好成するの

み。いずれも俊蔭巻だけである。

本文は錯簡箇所の一致などから肯活字版第一種によったものと思われる。俊蔭をしばしば 「年

）；~J と表記する点も第一種本と共通する。 絵の経致か ら、ブL大本より も遅れて製作さ れたと見ら

れる。

内閲覧室カレンダー 2011年 2月～4月 青は休宣宮日 賛色は土曜開宣宮田

2月 3月 4月

i連 国 困 図 El 自 白 的 回 困 tj.J ~ 悶 j薗 ' i.f dょE Sl~f<l ,fj] ·~· 
’F図 ・n 

2 3 4 5 2 3 4 5 2 

6 7 8 ' 9 10 11 12 6 7 8 ~· 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 

13 14 15 16 17 18 19 ・13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 

20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 
' 

27 、：28 ‘27 28 '29 30・ '・31 24 25 26 27 28 29 30 

開館 9:00～ 18:00 詰求受付 9:30～ 12:00 13:00～ 17:00 複写受付 9:30～ 16:00 

ただし、土曜開館日は、開館 9:30～ 17:00、請求受付 9:30～ 12:00 13:00～ 16:00 

複写受付 9:30～ 15:00 

※蔵書点検期間（3月25日～31日）

保存環境整備期間 （4月28日～5月2日）

ーョ
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